「マリアの讃歌」　ルカ１：３８　アドベント第一週　2010年11月28日
1． 昔々今から2000年前、ナザレの村にマリアという女の人が住んでおりました。
2． マリアはヨセフと婚約しており、しばらくしたら結婚することになっていました。

3． ところがところが驚いたことに、ある日マリアのところに天使が現れて、ビックリするようなことを
告げ知らせたのです。

天使「神様があなたに、すばらしいことをしてくださるのです。あなたはすぐにみごもり、男の子を産みます。その子を『イエス』と名づけなさい。」

この天使のお告げは、救い主イエス様がお生まれになるという素晴らしい知らせでした。

4． でも、まだ結婚していないマリアさんは、きっと戸惑ったことでしょう。

「天使の知らせてくれたことは素晴らしいわ。でも私はまだ結婚していない。婚約者のヨセフさんや私の両親、そしてナザレの村の人たちは、私の話を信じてくれるかしら･･･」

そしてマリアさんのとった行動は、次のうちどれでしょう？１～３番の中から選んでください。
5． 一番は、「にげた」。　誰にも見つからないように国外に逃亡した。
６．二番は、「グレた」
「ふん、どうせあたいのことなんて誰も信じちゃくれないのさ。人にどう思われようと関係ないね。あたしはこの子と二人でせいぜい気楽に生きていくよ。」
７．三番目は、「信じた」。　神様からの知らせを素直に受け止めた。

マリアは天使の言葉を信じて、「私は主の召使にすぎません。 何もかも主のお言いつけどおりにいたします。 どうぞ、いま言われたとおりになりますように。」と神様に対して言った。
８．さて、この三つの中で聖書に書いてある本当の答えはどれでしょう？

９．はい、もうみんな分かってますね。正しい答えは３番です。マリアは信仰をもって、天使の言葉、神様の言葉を受け止めました。こうした素晴らしいマリアの信仰の中で、イエス様は私たちのためにお生まれくださったのです！

10．「私は主の召使にすぎません。 何もかも主のお言いつけどおりにいたします。 どうぞ、いま言われたとおりになりますように。」ルカ１：３８

こうしてイエス様は、マリアさんとヨセフさんの子供としてお生まれくださいました。私たちの罪を赦すため、私たちを救うために生まれてくださったのです。そのイエス様に感謝して、クリスマスを迎えましょう。　おしまい。
